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巻 頭 言

「算数が好き！」と感じる
　　　子どもを育てる教科書
坪田  耕三　［筑波大学教授］

1．固定的算数観からの脱却
　新学習指導要領の目標に「算数的活動の

楽しさや数理的な処理のよさに気付く」こ

とが挙げられている。このことについての

解説（『小学校学習指導要領解説算数編』，平成

20 年 8 月，p.21）には，次のようにある。

　「この部分は，主として算数科における情

意面にかかわる目標を述べている。例えば，

IEA（国際教育到達度評価学会）の比較調

査ではこれまで，我が国では算数が好きで

あるという児童の割合が国際的に見ると低

いとの結果が報告されており，そうした状

況は現在でも改善されているとはいえない。

算数の指導においては，児童が算数は楽し

い，算数は面白い，算数は素晴らしいと感

じることができるような授業をつくりだし

ていくことが大きな課題である。」（下線は

筆者）

　つまるところ，算数が面白いと感じる心

を育てること，すなわち「算数への感性を

磨く」ことが重要だということになる。

そのための活動として，解説書では次の 5

つの具体策を打ち出している。

 a ． 日常の事象と結び付ける活動（関連的）

 b ． ものづくりの活動（作業的）

 c ． 実際の数量確認の活動（体験的）

 d ． きまり発見の活動（探究的）

 e ． 問題づくりの活動（発展的）

　この 5つの具体策の前半（a.b.c）は，「ハ

ンズオン・マス（体験的な算数）」の具体

的活動であり，後半（d.e）は「オープンエ

ンド・アプローチ（答えが一つに決まらな

い問題への探求）」の具体的活動であると

考えることができる。

　これからの算数教育における授業改善の

示唆に富む提案であろうと受け止めたい。

2．「考える力」の育成
　新学習指導要領では「算数的活動」が前

面に強調されてきたことは，この文言が目

標の出だしの一句に掲げられたことからも

わかるし，また，A（数と計算）B（量と測定）

C（図形）D（数量関係）の 4つの領域に肩

を並べるようにして表示された「算数的活

動」の項目に 29 の事例が学年別に列挙さ

れたことからもわかることである。

　さらに，この「算数的活動」の 5年生の

項目の中には，「帰納的に考え説明する活

動」「演繹的に考え説明する活動」という

文言が登場した。これまでも一貫して「考

える力」の育成は言われてきたことではあ

るが，このように，如何に考えるかという

具体が本文に現れたことはなかった。注目

すべきところでもある。解説書によれば「帰

納」「類推」「演繹」といった推論が大切な

ことであることが，中学校にまで一貫した

考え方として強調されている。算数・数学

の学習の中で養われる大切な考え方として
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受け止めるべきであろう。

　教科書 5年下「三角形や四角形の角」で

このことが具体的に記述されている。

　いくつもの三角形の内角の和について調

べ，そこに「いつでも 180 度になっている」

という「きまりを発見」する。これは帰納

的に考える場面だ。すると，たくや君が「四

角形の角にも同じように，共通する性質が

あるのかな」と呟く。教科書には「？」マー

クで示す。これはまさしく類推的に考えて

いる場面である。「似寄りの場には同じこ

とが言えるのではないか」と考えているの

だ。

　そして，実際四角形について調べる活動

となるが，ここでは，前の方法とはちがっ

て，わかっていることを基に，筋道立てて

考え「なぜ」の説明をしている。演繹的考

え方となる。このことを教科書ではわかり

やすく考えた道筋を反復して示している。

　メタ認知的記述である。「三角形の角の

性質がわかっている」→「わかっているこ

とを活用して，四角形について調べる」→

「どんな四角形でも成り立つ性質が見つか

る」と，けんじ君が思考の過程を説明する。

「！」マークが示されているのでよくわかる。

　そして，このことが発展して，五角

形，六角形，…でも内角の和にきまりが潜

んでいるのではないかと発展的に考え，そ

れを発見する活動が続く。このような考え

方の道筋が教科書に示されているので，子

どももどのように考えればよいかが具体的

にわかってくるだろう。

3．活用力の育成
　「学んだことを使おう」というコーナー

がある。一般に「活用」というと，日常生

活に使うという発想しか浮かばないことが

多いが，教科書では既習の事項を次への学

習に大いに活かせる力を育成したいと考え

ている。これがこのコーナーである。

　5年下「四角形や三角形の面積」の例で

は，「底辺の長さも高さも変わらない三角

形の面積は変わらない」ということを使っ

て，四角形にこれを活用してみることを促

している。

　これを使えば「台形」の面積公式も作れ

るのだ。下図のように考えれば，台形が面

積を変えずに三角形に変わる。これを使え

ば，「底辺×高さ÷ 2＝（上底＋下底）×高

さ÷ 2」となることが一目瞭然となる。
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　このように考える場がたくさん紹介され

ているので，子ども自らが既習事項を活用

していく力を知らず知らずに身につけてい

くことになる。

4．ハンズオン・マス
　今まで以上に「図形」の学習が多くなる。

特に立体図形では具体物を実際に取り扱う

という活動が欠かせない。これを教科書の

図を見るだけで学ぶとか，映像教材を見て

終わるといった学習にしたのでは，空間を

占める立体の具体的なイメージが湧かない。

自ら模型を制作する活動などが大いに奨励

される。

　例えば，工作用紙を使ってそこに展

開図を作図し，出来上がった図を切り抜

き，面を折り曲げて組み立て，糊代を接続

させるといった一連の活動を行えば，具体

的な操作が頭の中に映像として描けるよう

になる。この教科書では，実際に手を使っ

て体験的に学ぶ教材が後ろに添付されてい

る。これを実際に切り取って使うという面

白さはほかに代え難いものである。

5．オープンエンド・アプローチ
　「スパイラルの学習」とか「探究的な活動」

がキーワードとして登場したことも特徴的

なことだ。

　従来の算数の教科書では，同じ問題は何

度も登場しないのが普通である。しかし，

例えば「九九表」の中から「きまりを発見」

するといった活動などは，一つの問題から

様々な発見を期待する探究的活動の典型と

なる。「答えいろいろ」の活動である。学

下底 上底

高
さ

▲5年下「三角形や四角形の角」

▲4年下「立体」

▲たまごパズル，タングラム，ペンタゴンパズル
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年が変わるごとに九九表を大いに登場させ，

それまでに身に付いた知識を駆使して表を

見直していくような活動に変えれば，自ら

の知識向上の再認識ともなるし，そこに潜

む新たな発見もたくさんあって楽しいもの

になろう。こんな活動も大いに奨励したい

ものである。

　この教科書では九九表について様々な角

度から各学年に登場する。子どもがそれま

でに身に付けた知識を総動員して学習する

から，自らの知識の発達を身をもって感じ

ることになろう。

　この教科書では，「言語」「考え方」「広

げる力」を強調していることが特徴であり，

下記はその一例である。

　今，日本の教育は世界中から注目を浴び

ている。特に現場の教育方法，「授業研究」

などが焦点となっている。その具体はまさ

しく「教科書」にある。日本の教科書はよ

い授業を目指した具体が示されているので

あり，現場教師はそれをうまく実現してい

る。したがって，よい教科書を使うものが

よい授業を創り出していくことにもなる。

ここで紹介する教科書はまさしく「よい授

業」実現のためにもってこいのものとなっ

ていると自負する。

　4，5，6 年の上巻末には「学びの手引き」

が載っているが，よい授業を体験した子ど

もは知識獲得ばかりでなく，同時に知識の

創り方をも学ぶものであり，このことを上

手に授業の中に取り入れることが今後の授

業改善に役立つことと思う。

▼3年上「かけ算のきまり」

▼5年上「九九の表を調べよう」

▼5年上「学びの手引き　算数で使いたい考え方」

▼6年上「学びの手引き　算数を広げる力」
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1．はじめに

　新学習指導要領が告示（平成 20 年 3 月）

され，移行措置が始まった。「算数的活動」，

「思考力・判断力・表現力」，「習得，活用，

探究」，「スパイラル」といったキーワード

が飛び交い，算数授業のあり方があちこち

で議論されている。そのどれもが，知識・

技能の確実な定着，数学的な思考力・表現

力の育成，学ぶ意欲を高めることを目指し

たものである。

　それを受けて，今回，算数のおもしろさ

が味わえ，算数好きが増えるような教科書

づくりを目指した。その一つが「はてな？」

から「なるほど！」である。　

　これまでの教科書の「問題文」から始

まり「まとめ」で終わる型とは異なった，

日々の授業で子どもたちから引き出したい

「やってみたいという問い」や，その「問い」

から生まれた「大切な見方・考え方」を紙

面上で表現したものと言える。

　私は，この「はてな？」から「なるほど！」

で授業を創っていくと，算数好きを増やす

ことができると考えている。そこで，その

使い方も含めて，簡単に紹介してみる。

2．授業づくりは，まず「なるほど！」から

　授業づくりのコツとして，私はまず「な

るほど！」を考える。この「なるほど！」

は，一般的に本時のねらいに直結している

見方・考え方だからである。

　例えば，5 年下「三角形や四角形の角」

という単元で「三角形と四角形の図形の性

質」について理解する授業場面を考えてみる。

　「三角形の内角の和は 180 度である」と

いう結論だけを言葉で教えるだけならば１

分もかからないし，練習問題を多く行えば

できるようになる。しかし，ここでは「三

角形の内角の和は 180 度である」ことを知

ることだけがねらいではない。むしろ見つ

けるまでの過程を経験させることがより大

切である。

　特に，新学習指導要領では，帰納的な考

え，演繹的な考えの育成が強調されている。

その具体例として，この内角の和の学習の

ところが挙げられている。

　したがって，ここでは「三角形の内角の

和が 180 度になることを帰納的に考え説明

する活動」を学習のねらいとし，押さえた

い「なるほど！」を前述のように考えた。

新しい算数教科書のここを見てほしい！！特 集

「はてな？」から「なるほど！」
の授業で算数好きを増やす
細水  保宏　［筑波大学附属小学校教諭］



8

3．「なるほど！」に結びつく「はてな？」

　を考える

　次に，「なるほど！」に結びつく「はて

な？」を考える。

　「次の三角形の 3 つの角の和は何度にな

りますか」との投げかけは，唐突で必要感

も生まれてこない。また，すでに知識とし

て知っている子どもたちにとっては考える

場は生まれてこない。

　授業展開としては，まず三角形の内角の

和を調べたくなるような気持ち，必要感が

生まれてくるような場を創っていきたい。

　そこで，「三角形の角には，何かきまり

があるのかな」を「はてな？」と考えた。

4．「はてな？」，「なるほど！」を考えたら，

　「おもしろさ」の観点から，味付けをする

　続いて，「はてな？」が引き出されてく

る導入を考える。本単元「三角形や四角形

の角」の導入に素地となる経験が持てるよ

うにと 1ページ設定してある。それを単元

番号の絵で，卵が割れていないものと割れ

ているものとで区別している。

　挿し絵を見ながら，「はてな？」が子ど

もたちの言葉から生まれてくるように計画

を立てていく。この部分が子どもたちをよ

く知っている担任だからこそできることで

あり，教師の腕の見せ所となる。

　また，授業は，起・承・転・結で構成すると，

うまく展開しやすい。特に，「転」の部分

が大きくなるようにすると，感動が生まれ

てくることが多い。そこも授業の腕の見せ

所である。

5．次の「はてな？」が生まれてくるよう

　に展開する

　算数は系統性を強く持った教科である。

だからこそ，「なるほど！」の次に「はて

な？」が生まれてくる展開を組むことがで

きる。

　三角形の内角の和が 180 度になることを

学習した子どもたちは，当然，「四角形は？」

との「問い」を持つ。そこで，次の時間は，「四

角形の角にも同じように，共通する性質が

あるのかな」との「はてな？」を子どもた

ちの言葉から引き出そうと考える。

　そこでの「なるほど！」は次のものとなる。

　このような「はてな？」と「なるほど！」

を意識して授業を考えたならば，算数が今

まで以上に楽しくなる。

　また，この「はてな？」，「なるほど！」は，

教師の授業づくりの手助けになるとともに，

自ら学んでいこうとする子どもたちの助け

にもなると考えている。
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1．クローズアップされる“活用”

　「聞いただけだと忘れる」「見ると覚える」

「やってみるとわかる」そして「使ってみ

るとそのよさまでわかる」といわれる。

　知識や技能及び考え方は，日常生活や実

際の場面，算数学習の新たな問題解決の場

面に活用することによって，一層定着し，

維持でき，さらに向上していく。学んで身

に付けた，あるいは，身に付けつつある内

容を生活や学習に活用することによって子

どもは学ぶ意欲が高まり，学ぶことの意義

や有用性を実感することになる。今回の学

習指導要領改訂では，「進んで生活や学習

に活用しようとする態度を育てる」とあり，

活用するという面が強調されている。

　新版教科書では，上記の内容を受け，『学

んだことを使おう』『算数でよみとこう』

の 2つの活用ページを設け，学習内容の確

実な定着と子どもの意欲の喚起及び学力の

向上に努めることにした。

『学んだことを使おう』

　『学んだことを使おう』は，「学習した内

容をいろいろな場面に使って考える問題」

として設けている。2年生以上のほとんど

の単元末にある生活への活用を主とした内

容となっている。

　こうした問題に取り組むことで，重さへ

の関心がさらに高まり，郵便料金と結びつ

ける形で，学習の理解が深まる。何よりも

日常生活に根ざした現実的な対応をするこ

とになり，手紙を書き送るという行動を誘

発することにもなる。現実の生活で使って

こそ真に学習が身に付くことになる。本問

新しい算数教科書のここを見てほしい！！特 集

活用して理解を深め
　　　　楽しさを味わう
菅野  宏隆　［東京都中央区立佃島小学校校長］

［例］3年上「重さ」の学習後の郵便料金を

取り上げた問題
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題は，この模擬体験を兼ねることにもなる。

『算数でよみとこう』

　『算数でよみとこう』は，4年生以上の巻

末にある複数の単元や領域にまたがった算

数への活用を主としている。

［例］6年上巻末　連続した 5つの偶数の和

を求める問題（表を書いてきまりをみ

つける・文字を使った式の活用）

　ある数の並びに着目し，何かきまりを

みつける。この際，順序よく表に整理する

ことによってきまりをみつけたり，文字を

使った式に表すことにより，答えを導いた

りすることができる。こうした活動をする

ことにより，子どもの意欲を喚起し，数を

多様にみたりとらえたりする力を伸ばす。

また表や文字を使った式のよさを改めて感

得することもできる。使ってみてそのよさ

がさらにわかるようになる一例といえる。

2．いかに使いこなすか

　新版教科書にはこのように活用にかかわ

るページが随所にちりばめられている。指

導する教師への話題提供であり，示唆でも

ある。こうした活用問題を一方的に子ども

へ投げかけ，単に練習問題として扱うのは

もったいない。特に，答え合わせだけをし

て，それで終わりとならないよう心がけた

い。ぜひ，話題を広げ，問題解決の楽しさ，

さらには算数を楽しむことに使いたい。教

師自らが知的好奇心を発揮し，問題をもと

にさらに発展させたり，話題を提供したり

すると活発な学習活動が期待できる。子ど

もの反応をじっくり見取り，つまずきを示

す子どもには，関連単元にもどり，丁寧に

支援する。できた子どもには，さらに考え

られることに取り組ませる。活用問題が本

来の目的を発揮するもしないも教師の取り

組み次第である。教科書をいかに使いこな

すか。子どもだけでなく，教師自身も活用

することで理解を深め，楽しさを味わうと

いった心意気で日常の指導にあたりたい。
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1.「考え方」が見える『学びの手引き』

　新しい教科書ができた。「数学的な考え

方」が見える教科書である。

　4 年生，5 年生，6 年生の教科書に，『学

びの手引き』というページを設けた。これ

が，その学年での「数学的な考え方」をま

とめたページである。

　今回の学習指導要領の改訂には，「数学的

な思考力・表現力を育てる」という基本方

針が盛り込まれている。「数学的な思考力」

とは，「見通しをもち筋道を立てて考える

能力」，すなわち「論理的に考える」力で

ある。具体的には，「演繹的な考え」「帰納

的な考え」「類推的な考え」という 3つの「数

学的な考え方」が示されている。

　とはいえ，子どもたちにとって，「数学

的な考え方」と言われてもわからない。そ

れを，子どもの言葉で表現したのが『学び

の手引き』のページである。

　4年上の，「同じように考えて…（…のと

数学的な考え方が
　　　　　　見える教科書
大澤  隆之　［学習院初等科教諭］

新しい算数教科書のここを見てほしい！！特 集

▲4年上「学びの手引き　算数で使いたい言葉」
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きは…だったから）」は，「類推的な考え」，

「だから…（なぜなら…）」は「演繹的な考え」

を具体的に表す言葉である。

　5年上の「似た場合と比べて考える」は

「類推的な考え」，「簡単な場面に置きかえる」

は「単純化の考え」，「きまりを見つける」

は「帰納的な考え」「関数的な考え」の場

面である。

　6年上の，「ふり返ってみよう」「同じ考

え方が使える問題を探してみよう」という

のは，「類推的な考え」の場面，「問題の数

値を変えたときにどうなるかを考えてみよ

う」というのは，「発展的な考え」の場面

である。

　このように，「数学的な考え方」をまと

めるページを設けたのが，今回の教科書の

大きな特徴である。

2.「思考力」をのばすノートの表現

　もう一つの特徴は，「思考力をのばすノー

トの表現」の例を示し，表現力を高める工

夫をしたことである。

　まず，「見通し」（どのように考えていく

かの方針）を書く。次に，「自分の考え方」

を書く。

　説明し合う場面があり，自分と違う友達

の考えが発表されれば，友達の考えも書く。

ここが大切である。

　そして，「まとめ」「感想」と続く。

　自分の考えの根拠を書くことが，ここで

は大きくクローズアップされる。数直線や

図で根拠を説明していれば，「演繹的な考

え方」として認めることができる。表やグ

ラフできまりを使って解決していれば，「帰

納的な考え」ということができる。ここで

も，「数学的な考え方」を大切にしている。

　こうしたノートの書き方を示したページ

は，高学年ばかりではない。低学年から，

少しずつ示している。

　1年の 1 学期の「ぜんぶでいくつ」の単

元から，「演繹的な考え」の根拠となる図を，

ノートにかくことを促している。

　今までは具体物の操作の図までであった

ものを，ノートに表現させてそれをもとに

説明するところまで示した。

　また，2年では，ノート全面の図を示し，

「自分の考え」や「まとめ」「感想」を書く

ように示した。さらに，「自分の考え」が

間違えていたときの例を示し，どのように

修正するとよいかを指導できるようにした。

　「算数的な活動」で「説明する」活動が

クローズアップされている。説明するには，

その前に自分の考えを持つことが大切であ

る。ノートへの表現が考えるきっかけとな

り，図や式が説明の手段となるように，低

学年から指導することが大切なのである。

　今回の教科書は，このように，子どもの

「思考力・表現力」を高めるにふさわしい，

画期的なものとなっている。
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　教科書は，授業構想の手掛りや実際指導

の教材として，必要不可欠なものである。

新しい教科書を使用して，どのような授業

づくりの工夫ができるかを考えてみる。

1　算数科の学力の中身

　算数科で育てる学力の中身は「①関心･

意欲･態度，②数学的な考え方（含数学的

な表現力），③技能，④知識・理解」である。

この教科書は，これらの学力を身に付けさ

せることに配慮して編集されている。

2　授業づくりのポイント

　上記の算数科の学力①から④をどのよう

な授業によって身に付けさせるかは極めて

重要なことである。そのポイントは，「自

分から算数の学習に取り組む自発性」と「自

分で問題（課題）を解決（達成）する主体性」

を大切にすることである。

　これは，児童の知的好奇心を大切にして

「考えさせながら教える」ということであり，

この教科書の導入問題の展開は，このこと

に配慮してある。

　一般的に算数科の授業では，問題解決学

習が重視され，次のように展開されること

が多い。

学習過程と活動内容 指導のポイント

0既習事項を復習する。 ・実態によって，既習

事項の復習をする。

1問題を理解する。

①求答事項の抽出

②既知事項の指摘

③既習事項の想起

・問題の解決に必要な

情報の取り出しや条

件の整理で，①，②，

③の順に行う。

2自力解決をする。

①解決の計画（見通し，

見積もり）を立てる。

②計画に沿って解決し，

ノートに図や式，言

葉で表現させる。

・問題解決に慣れてき

たら，①と②を一緒

にさせる。

・自力解決したことは，

ノートに仕方，考え

方などとして書かせ，

説明する力をつける

とともに，発表の準

備にする。

3伝え合い，学び合う。

①発表し合う。

②考え方や仕方を比較

し，分類整理する。

③考え方や仕方をまと

める。

・ペアの対話（グルー

プの話し合い）→全

体の検討など，実態

や発達段階にあった

検討をする。

4学習のまとめをする。 ・子どもの発言をつな

いで集約し，まとめる。

5学習したことを確か

める。

・学習したことを当て

はめさせ，理解度を

確認し，自信につな

げる。

6練習をする。 ・学習したことを，練

習させ，習得・習熟

への第一歩とする。

「考える･分かる･できる･
活用できる」子どもを育てる
授業づくり
小島  宏　［財団法人教育調査研究所研究部長］

提 言
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3　教科書を活用しての授業づくり

　前述 2の問題解決学習を，実際の教科書

で，確認してみる。

　下の図は，5年上 82 ページ，異分母分数

のたし算の場面である。

　「１問題の理解」の①，②の段階は，☆ 5

の問題を使って学習させることができる。

③の既習事項の想起は，吹き出しを使って

意識させることができる。たし算の場面で

あることを理解させ，立式できるようにす

るのである。なぜたし算になるのかという

演算決定の根拠を説明させる。★ここで，

児童は考える活動をし，たし算ですればよ

いことが分かるようになる。

　その上で，本時の課題は，「分母のちが

う分数のたし算の計算の仕方を考えよう」

であることを確認する。

　「2自力解決」の段階は，始めは自分で考

えさせるようにする。★ここで，児童はじっ

くりと考える。

　この教科書では，異分母分数の計算をす

るために必要な既習事項を，同分母分数の

たし算の仕方を 4年生で，異分母分数の大

小比較に関連した通分や約分の仕方をこの

単元の前半で学習しているので，たいてい

の児童は自分なりに解決できるようになっ

ている。

　どうしても思いつかない児童には，△ 1

の部分を見せて，図を手掛りにして通分の

仕方を思い出させる。それでも無理な児童

には，式の部分を見せて，分母を 6にする

方法を考えさせる。吹き出しや図がヒント

の役目をして，考えやすくなっている。通

分の仕方を忘れている児童には，5年上 81

ページの「通分の仕方のまとめ」を見せて

考えさせることができる。

　この自力解決の段階で大事なことは，児

童の考えたこと，したこと，気付いたこと

をノートに記録させておくことである。あ

とで，自分の考えを見直したり，話し合っ

たりするときに役立つからである。

　「3伝え合い，学び合う」の段階では，異

分母分数の計算の仕方をどのようにした

かみんなで考えを出し合い，学び合う。こ

こが教師の腕の見せ所である。通分すれば

よいということに，子どもの意見をまとめ

ていくように交通整理をしていく。★ここ

で子どもは，考えたことを伝え合うことに
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よって，計算の仕方がはっきりと分かって

くる。

　「4学習のまとめ」の段階は，子どもの意

見をつないで，知識として役立つようにま

とめる。理想的な学習のまとめが，まとめ

の囲みの中に示してある。★ここで，分かっ

たことを知識として整理する。

　「5学習したことの確かめ」の段階が，こ

の教科書の特徴の一つである。学習のまと

めをしたら，その直後に，子どもの立場か

らは本当にこれでできるのかなと確かめさ

せ，先生の立場からは子どもは本当に理解

できているか確認する場として，「☆ 5 た

しかめ」を設けている。現場の先生が「実

際の授業で，とても効果的だ」というもの

の一つとして教科書にとり入れたものであ

る。★ここで，学習して分かったことが，

実際に「できる」というレベルに押し上げ

られる。

　「6 練習」の段階は，「5 学習したことの

確かめ」と連動させることによって，「鉄

は熱いうちに打て」の例えのように，子ど

もの関心が高いうちに，習熟させるスター

トとしてタイムリーに練習させることがで

きるようになっている。★この段階から，

すらすらできるというレベルに向かい始め

る。

　★単元の練習，単元末「確かめよう」，

巻末の「ステップアップ学習」，「学年のま

とめ」などで，文章題の解決に「使えるよ

うにする」など，学習したことを活用して

問題を解決することができるレベルまで高

めることにも配慮してある。また，単元の

中に「学んだことを使おう」という学習活

動を設けて，既習事項を活用するよさを実

感させる学習ができるようにしてある。

　★さらに，単元の中に「やってみよう」

の学習活動を設けて，発展的な学習ができ

るようにもしてあり，子どもの実態に合せ

てさらに高める授業が可能である。

4　PDCAの「CA」の重視

　新しい児童指導要録（平成 22 年 4 月文

科省通知予定）では，PDCAサイクルを確

立して授業を改善することが求められるだ

ろう。

　つまり，授業の中では，Plan（授業の計

画と準備）→ Do（教師は指導し，子ども

は学習する）→ Check（評価＝学習状況や

反応の把握）→Action（子どもの反応に応

じた支援と教師の指導の軌道修正）を効果

的に行うことが，学習評価の活用として求

められるのである。

　この教科書では，新しい事柄を学ぶ問題

について，子どもの典型的な「考え方」や

発想の手掛りを得るための「つぶやき」な

どを図や吹き出し等で例示し，教師が児童

の学習状況や反応を事前に予測し，つまず

きなどに対する支援の手立てを考えたり，

準備したりしやすくしてある。

　つまり，1時間の授業の中での「C（評価）

とA（支援）」を重視し，対応しやすくなっ

ていると考えられる。
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ノート指導を通して
家庭学習の充実につなげる
　　　　～自らの学びに愛着をもつために～
椎名  美穂子　［秋田県潟上市立追分小学校教諭・教育専門監］

1．はじめに
　文部科学省　国立教育政策研究所の「全

国学力・学習状況調査において特徴ある

結果を示した学校における取り組み事例集

（*1）」にあるように，正答率が高い学校は，

家庭学習や宿題の習慣化，手引き作成によ

る家庭連携を強化している事実がある。　

　これらを踏まえて，本稿では，学習が習

慣化されるモデルに基づいたノート指導を

通して，家庭学習の充実につなげる手立て

のあり方を提案したい。

2．学習習慣の重視
　学力が著しく変化する要因を家庭学習に

限定するのは難しい。しかし，直接的な学

力向上を目的とするのではなく，その礎と

なる①学習習慣，②自律を育成するために

家庭学習の充実は必要不可欠である。そこ

で，佐藤学（2009*2）が述べる学習の習慣

化されるモデル「他律的な行為→自律的な

行為→習慣化という流れで学習上の望まし

い行為が習慣付けられる」という考えをも

とに，ノート指導を通して，学習の習慣化

を目指した。

3．書く能力を身に付ける指導　6年（*3）
　昨年度担任した子ども達は，授業の内容

をノートに書く意味を見出せずにいた。実

はそのことも，家庭学習に向かえない原因

になっているのではないかと思い，次の 3

つのステップを考えた。

ステップ 1： 言葉のモデルを大事にする

 まずは，黒板を摸倣する。そして，少

しずつ工夫を加えていく。

ステップ 2： 自ら書いた内容を更に選択する

 自分が書いたノートをもとに，大事だ

と思われる内容を選び，単元の学習内

容を 1枚のレポートにまとめる。

ステップ 3： レポートを頭脳の一部とみなせる場面

を作って活用させる

 テストにレポート持参を認める。

【摸倣と工夫：ステップ１】

　他律的行為の支援として，黒板を摸倣す

ることに①～③の工夫を付け加えた。

①  問題文にアンダーラインを引く。また，意味

が分からないことに線を引く。解くためのキー

ワードに印をつける。

②  数の意味を捉えるために，描いた図と，数字

や式を矢印で結ぶ。数の意味を言葉で書く。

③  考える軌跡を大事にする。

（ⅰ） 黒板に書かれていない先生や友達が付け加え

たことも書く。（発言者の名前も書いてよい）

（ⅱ） 思考の過程を，図をもとにして文章化したり，

式の意味を書いたりする。

　特に，子ども達が興味をもって簡単に取

り組めたのは，①や③（ⅰ）であった。こ

れらは結果が表出しやすいため，褒める

チャンスが増えることになった。

実 践 紹 介

＊１） 文部科学省　国立教育政策研究所：全校学力・学習状況調査において特徴ある結果を示した学校における取
 組事例集（平成 21 年 8 月）

＊２） 佐藤学：算数の学習規範が内面化する児童の様相に関する研究V（2009）
＊３） 椎名美穂子：算数のよさを実感できる指導～書く・話すことを通して～（2009）
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【単元を俯瞰する力：ステップ 2・3】
　ステップ 2 では，学習したことを入力・

出力することを大切にした。学習で得た内

容を書き留めた（入力）ノートをもとにし

て，単元レポートで更に大切なところを書

き出して（出力）まとめをさせた。そして，

次の④，⑤について指導をした。

④  単元で使われている既習内容を，キーワード

にする。そして，それを用いながら説明文を書く。

⑤  単元レポート作成後に，自分の学びに合った

タイトルをつける。

　④は今までの学習が活用されることを意

識させ，⑤は自らの学びに愛着をもたせる

ことになった。④，⑤を合わせて行い，自

らの学びに意味付けをもたせ，宿題でくり

返すうちに，単元レポートを真似て，家庭

学習をする子どもが増えた。また，ステッ

プ 3により，「点数はどうでもいい」から「い

い点数をとりたい」と言う子どもが出てきた。

〈単元レポート→宿題〉

【書くことで見えた「分かったつもり」】
　しかし，「時間が経ってノートを見ると，

自分の書いたことが分からない」と言う子

どもがいた。曖昧に書いた文章や，話し言

葉で書いたものは，時間が経つと「保存」

が利かなくなってしまう。そこで，全国学

力テスト〔B4〕問題を授業で取り上げ（*4），

不十分な説明をより分かりやすく修正する

授業を行った。この授業後，説明を書いて

復習する子どもが増え，家庭学習に自主的

に向かえるようになった。また，今後，「根

拠と結論を橋渡しする論理」（*5）を考えて，

指導する必要性も見えてきた。

〈不十分な説明を自覚させる授業→家庭学習〉

4．おわりに
　ノート指導を通して，家庭学習を豊かに

する第一歩には，授業における教師の板書

が関係していることが見えてきた。また，

家庭学習において，他律的行為を促すため

には，まず，「書くこと」についての支援

が必要であり，それが自律を促し，家庭学

習の取り組みに表れてくることが実感でき

た。今後も子どもの姿から学び続け，算数

の豊かな学びにつなげていきたい。

単元に合ったタイトル

既習内容の
キーワード

家庭学習で問題の数値を変えて検証

複雑な数値を単純な数値
に置き換えて考える　　

家庭学習でじっくり
説明を書く　　　　

＊４） 椎名美穂子：算数活用力育成プロジェクト：学年間の連携を意識した授業展開研究（2009）
＊５） 京野真樹：国語通信「 」30 号

友達の発言を
大事にする　

修正しながら
考え直す　　

言葉の式を用
いて説明する

主語を書く
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算数で創るクラス文化
～考え方にネーミングする活動を通して～

森  勇介　［神奈川県川崎市立井田小学校教諭］

1．はじめに

　学校で学んでいる限り，友だちとの「学

び合い」が必要不可欠である。私の学級で

は，算数における「考え方」のイメージを

全員で共有化し，「考え方」に名前を付け

て残していくことを算数学習の４月当初の

目標に掲げている。「考え方」に名前を付

けることで，思考を整理しやすくなるよさ

や何度も同じ考えを使っているという実感

を視覚的にできると思うからである。そし

て何よりクラス全員で算数の文化を創りあ

げる喜びを実感させてあげたいからである。

2．研究の実際

［クラス全員でイメージ作り］

　いくつかの料理の腕を持っていれば，ほ

とんどの料理が作れるのと同じように，い

くつかの「考え方」を持っていればほとん

どの問題が解決できることを伝えた。「考

え方」のイメージをクラス全員で共有化し，

いつでも使える『料理の腕』として名前を

付けて残していくということを，4月に確

認した。

● 5年「小数のわり算」の学習の中で

　「小数のかけ算」で使った考え方を，「小

数のわり算」で再び使ったり，ふくらま

せたりしていることに，気づけるようにし

ていった。子どもたちは，「小数のかけ算」

でネーミングされた考え方が随所で活用で

きることに驚き，また喜びを感じていたよ

うだ。

［活用されている場面の具体例］

問題文

1.6m の代金が 96 円のリボンがあります。

1mのねだんはいくらになるでしょう。

式は前の学習から 96 ÷ 1.6 でよさそうだ。

課題

96 ÷ 1.6 の計算の仕方を考えよう！

【子どもの主な反応例】

A ： 整数にしちゃおうを使って…。
A-1 ： 単位を変えちゃえを使って考えた。

 1.6m を 160cmに直して 96 ÷ 160 で

 1cmあたりの値段を出し，100 倍する。

A-2 ： かたメロンを使って考えた。

 1.6 は 0.1 を 16 個分と考え，96 ÷ 16 で

実 践 紹 介
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計算し，0.1 あたりの値段を 10 倍し

て 1に戻す。

A-3 ： 倍倍マンを使って考えた。

 ・10 倍ずつして 960 ÷ 16 と計算する。

 ・除数のみ 10 倍して 96 ÷ 16 の答え

を 10 倍する。

B ： わり算の答えは，かけ算で見つける
という方法を思い出し，1.6 ×□＝ 96

の□にあてはまる数を見つけた。

→新しい考え方？は□にさん

→新しい考え方わり・かけ算は反対作戦

C ： わり算を，同数累減の考え方に結び
付けて，96 を 1.6 で何回ひくことが

できるかで答えを求めた。

→新しい考え方わり・ひき算は親せき作戦

3．研究の成果

　ネーミング活動を通して挙げられる成果

は大きく 3つである。

①子どもたちにとって漠然としていた「既

習の考え」がある程度整理できたこと。

②ネーミングした「考え方」が何度も使え

るという実感を視覚的にできたこと。

③クラス全員の「学び合い」が成立したこと。

　このように，ネーミング活動により，算

数はいくつかの柱となる考え方（道具）を

持っていれば，解決の糸口を見つけること

ができるという「数学的な考え方のよさ」

に気づき，自力解決や練り上げを通して「活

用する楽しさを味わう」につながったので

はないだろうか。さらにクラス全員で目標

を決めたことにより，「学び合い」が自然

に行なわれていたことは，価値が高いと思

われる。

● 5年生でネーミングされた「考え方」

かたメロン
「整数の見方」の学習から。2ずつのかたまりで数
える。かけ算そのものがかたまりのいくつ分か？
で考えている。
せいとんくん
「整数の見方」の学習から。混沌とした情報を整
理してみるとわかりやすい。
たしカメさん
「整数の見方」の学習から。計算の答えを逆算で
確かめる。他の数を入れてきまりが成り立つか確
かめる。
証拠はたくさん
「整数の見方」の学習から。偶数＋奇数＝奇数な
どは，たくさん証拠がないといえない。
図̶ラシア
「小数のかけ算」の学習から。立式の根拠として
線分図を使って考える。
意味にタイムマシン
「小数のかけ算」の学習から。同じ数のたし算が
かけ算。「何倍」の意味がかけ算。だから小数で
も立式の根拠になる。
単位を変えちゃえ
「小数のかけ算」の学習から。小数を整数にした
いので，0.5m を 50cmとしたり，1.2 を 12 と
したりする。
見当虫
答えの概算を行う。解決の見通しを立てるときに
使う考え方。簡単な数字を入れてみる。
たし・かけ算はひっくりカエル
交換法則。
倍倍マン
小数を整数に直すために，10 倍，100 倍して計算
し，結果をかけ算･わり算によって 10 で割ったり，
そのままにしたりする考え。
？は□にさん
求めたい数やわからない数を□として式を立てる
と，場面や計算の仕方がわかりやすい。
整数にしちゃおう
小数かけ算・わり算の場面で整数に直せば，計算
しやすいという考え方。
言葉の式侍
立式の根拠や式を一般化していくときに使う考え方。
わり・かけ算は反対作戦
わり算・かけ算は逆算である。



小学算数通信　coMpass　〔2010年　春号〕 2010年3月31日　発行

編　集：教育出版株式会社編集局 発　行： 教育出版株式会社　代表者：小林一光
印　刷：大日本印刷株式会社 発行所： 
 〒101‐0051　東京都千代田区神田神保町2‐10 電話　03-3238-6950（お問い合わせ） 
 URL　http://www.kyoiku-shuppan.co.jp E-mail　edit-info@kyoiku-shuppan.co.jp

北海道支社 〒060‐0003 札幌市中央区北3条西3丁目1-44 ヒューリック札幌ビル 6F
TEL: 011-231-3445　FAX: 011-231-3509

函館営業所 〒040‐0011 函館市本町6-7 函館第一生命ビルディング3F
TEL: 0138-51-0886　FAX: 0138-31-0198

東北支社 〒980‐0014 仙台市青葉区本町1-14-18 ライオンズプラザ本町ビル 7F
TEL: 022-227-0391　FAX: 022-227-0395

中部支社 〒460‐0011 名古屋市中区大須4-10-40 カジウラ・テックスビル 5F
TEL: 052-262-0821　FAX: 052-262-0825

関西支社 〒541‐0056 大阪市中央区久太郎町1-6-27 ヨシカワビル 7F
TEL: 06-6261-9221　FAX: 06-6261-9401

中国支社 〒730‐0051 広島市中区大手町3-7-2 あいおい損保広島ビル 5F
TEL: 082-249-6033　FAX: 082-249-6040

四国支社 〒790‐0004 松山市大街道3-6-1 岡崎産業ビル 5F 
TEL: 089-943-7193　FAX: 089-943-7134

九州支社 〒810‐0001 福岡市中央区天神2-8-49 福岡富士ビル 8F 
TEL: 092-781-2861　FAX: 092-781-2863

沖縄営業所 〒901‐0155 那覇市金城3-8-9 一粒ビル 3F 
TEL: 098-859-1411　FAX: 098-859-1411

編集部からのお知らせとお願い － 平成 21・22年度補助教材指導書1年について

平成 22 年度の補助教材の内容が確定したことを受けて，平成 21・22 年度補助教材指導書 1年「え

やずでせいりしよう」（p.27）の改訂版を作成いたしました。

弊社ホームページ「小学校のサイト＞算数＞指導資料」よりダウンロードしてご利用ください。

ゆみ けんじ

みき たくや

どんぐりくん


